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台湾の
霊前総統が 、
来る＋月
間 、
きわめて由大な部閣であった
創造したいという
支持制総統の気
うだが 、それは台湾人の率直な気
日には正式な招待状を持参して総

こ広日で聞かれるアジア大会へ向
恕政懇阜 、つまり台
前の政治改革
持もおのずと伝わってきた 。

持を代弁したまでであって 、これ
統を削れている以上 、
重別総統

賓として出町可能か否かが大きな
をみずからのリーダーシップのも
そのような李登
削総統から見る
からは過去に対してではなく 、来
としては山仰を抱む開山がないの

話凶になっている 。本紙はこの間
とで成し遂げ 、念刷の総統間接逃
と 、日本の応近の政治や外交の突
来に向けて『主栂在民』の
首脳的
は当然のことである 。しかも 、台

屈を話視していち早く報辺をリl
挙への迫もついに切り開き 、終日
限は論ずるに耐えないほどもどか
な原理をいかに制度化し 、実現す
向はアジア大会に関しでも 、また

ドしてきており 、
また 、
桑原野
したばかりの間民党二中企会でも
しい悌子で 、「いまになって五O
るかによってこそ 、この色誕が活
八PEC（アヲア太平昨経済協力

二 、椎名諜夫 、探回祐介 、
小堀桂
国民党の台湾化をさらに悶めるこ
年も加の戦争のことを削って歩く
ぎてくるのです」と知っていた 。
会議）に閲しでも 、
チャイニlズ

一郎の諸氏がいずれも深い考誤を
とができたという自信が現われ
必要はないよ 。それよりも 、日本
以上のようなことをいま考えて・タイペイ（のzzg
斗23

経た見解を本紙に発表されている
た 。
依然として逝捗せず 、
ほとん
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ので 、私としては 、いま 、
それら
ど選挙制度の
菜ぐらいしか
誌
で
、
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の
覧に付け加えるべき点はな
しそうにない白木の政治
撃を凡
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ぃ 。日本政府の間抑制を待つばかり
るにつけても 、それに比べたら追
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である 。

かに困縦だった都政
啓世箆引に
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そうした折り 、私は去る八月末
突現したばかりか 、さらに新しい
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日に台北で李登郎総統にお会い
将来初恕そ考えている李登山川総統

し 、長時間をご自宅で過ごさせて
のピテヨンは実に雄大であった 。
にとって必要なのは 、アテアのリ
いる李登師総統にとって、ァヲア
Gとして正式メンバーであり 、

四く機会を得たので 、総統がいま一般にアYア純国の近代化・産諜
lダ！としての宋来への抱負だ

大会に出附するしないは 、
歪一
に
いずれもスポーツや経済協力を中

考えておられること 、総統と論じ
化は民
芸＋哀や人仰を抑制し 、ア
よ」と活気・を強めて泊っていたの
小さなことに過ぎない 、
と私には
心とするトランス・ナショナルね

あったことの一削を
努したいと
ジア型の思
議式に立って欧米モ
が印象的であった 。

感じられた 。しかし 、
重別総統
出会いの切なのである 。
芸
認

思う 。

デルを排除してこそ可能になると
李登郎総統は司馬迎太郎氏との
の識見と人柄に感銘しているアヲ
統は 、だから 、
「オリンピック怒

誌や笠
間総統は今回も学者ステー
いった昨今の俗的にたいし 、いわ
『迎刊朝日』の対践で「台
湾人に
ア・オリンピック抑制品会々
長のア
市の刑判に照らしても政治や外交

ツマンらしい人柄をにじませなが
ゆる「中部思恕」流のナショナリ
生まれた悲哀」という言葉を使っ
lマド殿下（クウェート）が 、

李
が介入すべき問問ではない」と述

ら 、内外の諸問問を縦横に論じら
ズムに基づくものではなく 、
新し
たことに言及し、
「大陸の江沢民
笠間総統こそアテア大会一ω釘賓に
べられ 、「二十一世紀に向けての

れた 。その雷誌の削々
には 、この
い時代に相応しい白国的な文化を
主郎もこの宮誌を気にしているよ
相応しいと感じ 、
去る六川二十七
山狩は国家の民を組えて交流すベ

きであり 、
EU（欧州辿合〉を見
た 。これには一同も駕附している・

てもわかるように 、組国家機柿の
と 、総統はその拐で併店に問い合

役川こそが毘裂で 、アジア・太平
わせ 、
易経と現代社会との閲辿を

昨地域の未来はそのような方向に
記した本を取り得せて企民に配つ

あるべきです」と強制していた 。
て下さった omり際に総統は 、台

李投別総統はこの十月下旬に横
北郊外に厄近
別荘を阻て 、
大きな

浜で聞かれる第六回「ア山ンア・オ
杓仰をつくったとのことで 、そこ

lプン・フォーラム」への強い別
には四回全持金替や西田儲多郎全

待をも間られ 、その夜は印刷容女
鈍と共に「中附先生の本もこのぐ

史（行政院政務委口） 、弧京
育氏
らい棚に揃えてあるよ」と長身の

（同） 、思蹴松氏（工間協進会副
総統が
両手を広げられて 、
「今度

事長）ら台湾側の代表者を急速宮
はぜひ別荘へご案内しましょう」

町に招いて下さった 。翌日は台湾
と言われたのが 、私にはことのほ

側団長の翠振問・向似交流話会会
か叫しかった 。

理
叩民宅でも削飯を共にしながら
以上のような李笠別総統との対

同フォーラムのことなどを打ち合
活を迎じて 、総統の抱く型想の高

わせたのだが 、このような民間の
さに改めて似服した私は 、
李笠郡

知的交流への台湾側リーダーの昭
総統来日間閣で私自身が括し合つ

識にもきわめて探いものがあっ
た日本の政治
家計脳路氏の献をっ

た 。

い思い浮かべざるを仰なかったけ

・李技
師総統は品近 、毎晩必ず時
れど 、たえず中国の出方ばかりを

聞をとって易経の研究をされてい
気泊っている彼らの存在が 、私に

るとのことで 、
富山では「卦」に
とっても余りにも小さく感じられ

ついての詔黙を傾けた併悦があっ
たことは百めない 。
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